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ウミトラノオ Sargassum thunbergii は日本全沿

岸に分布し，藻長は通常 1m 以下であるが，本州

太平洋岸中部以外の静穏域等では 1～2m に達す

る。1, 2)成熟期は北海道忍路湾 3)や京都府舞鶴 4)で

報告されているように，一般的に春～初夏の年 1

回であるが，千葉県小湊 5, 6) のように春と秋の年

2 回みられるものがある。長崎県でも普通にみら

れ，「ネズミモ」などと呼ばれヒジキ S. fusiformis
の競合種として駆除されるなど良く知られた種

である。しかし，本県における生態に関する知見

は少なく，長崎市野母町野母崎 7, 8) と大村湾の長

与町堂崎 8) の報告があるのみで，県内各地に分布

する本種の成熟については精査されていない。こ

のため，本県での成熟期は 5～6 月の年 1 回と考

えられていたが，栗原・飯間 8)が大村湾湾奥部沿

岸の長与町堂崎で春と秋の年2回成熟するウミト

ラノオの分布を確認し，本県には 2 タイプの成熟

期を持つウミトラノオの存在が明らかになった。

今回，春と秋に成熟するウミトラノオの分布が，

有明海湾口部の南有馬町向小屋地先（Fig.1，St.1）

で新たに確認されたので，その調査結果を報告す

る。

調査は，2013年1月～2014年12月の毎月1回，

大潮の最干潮時に行い，現場あるいは標本を採取

して長崎県総合水産試験場（以下，水試）に持ち

帰り，藻長の計測と生殖器床の有無を調べた。藻

長は成長の良い上位 20 個体の平均値とし，成熟

は生殖器床の有無で判断した。水温は水試（漁業

資源部）が 2003～2014 年に実施した有明海長崎

沿岸観測（南有馬町沿岸 5m 水深）の結果を用い

た。

次に，秋に成熟するウミトラノオの分布の有無

を確認するため，2013，2014 年の 8～12 月の間に

Fig.1 に示す壱岐海区の壱岐市郷ノ浦町志原浜（St.

A），西彼海区の西海市大島町オオバエ（St. B），

（St. C）

（St. D）

St. E）

（St. F） （St. G）

（St. H） 5 8

　　We surveyed the growth and maturation of Sargassum thunbergii at Mukaigoya Minami-arima in Ariake 

Bay from January 2013 to December 2014. The thallus length reached its maximum twice in March and 

August 2013, and once in June 2014. Maturation was observed in the spring (May to June in 2013, May to 

July in 2014) and autumn (August to October in 2013 and 2014). Mature thallus lengths  were 12-49 cm in 

spring and 14-30 cm in autumn of 2013, and 53-137 cm and 13-29 cm in 2014. We then surveyed the matu- 

ration of S. thunbergii at eight sites in Iki, Seihi, Oomura Bay, Tachibana Bay, and Ariake Bay sea areas 

during the period between August and December in 2013 and 2014. The maturation was observed at four  

sites of the surveyed areas, hence , in addition to the result of the survey at Mukaigoya, mature S. thunbergii 

was considered to be widely distribute along the coastal areas from eastern Tachibana Bay to the mouth of 

Ariake Bay in the spring and autumn.

大村湾海区の諫早市多良見町佐瀬　　　，橘湾海

区の雲仙市小浜町木津　　　と南島原市加津佐

町津波見名（　　　，有明海海区の南島原市口之

津町早崎　　　と南有馬町浦田　　　，および島

原市新田　　　の県内　海区　地区で標本を採
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桐山隆哉，岩永俊介，塚原淳一郎：有明海南有馬地先における春・秋成熟のウミトラノオの消長（短報）
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2011 76
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岩永俊介，山田英二，川口　健，小島拓郎：施術時に使用したピース貝と生産した真珠の巻き（真珠径）との関係（短報）




